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生命の大切さ ～ＰＴＡ教育講演会～

佐波小学校は市街地に位置しているため、「児童の交通事故が多い」

という課題があります。今年度は、みまわり隊の方との話し合い、

ＰＴＡ地区幹事会、学校運営協議会における熟議など、さまざまな

場面で交通事故防止について、保護者と地域の方で協議する機会を

もってきました。

先月、「生命のメッセージ展」を開催しました。これは、犯罪・事故・いじめ・医療過誤、一気

飲ませなどによって、理不尽に生命を奪われた犠牲者の方が主役のメッセージ展です。犠牲者一人

ひとりの等身大の人型パネルはメッセンジャーと呼ばれ、その胸元には本人の写真や家族の言葉が

貼られていました。足元には「生きた証」である靴が置いてあり、命の大切さを訴えるものでした。

１・２年生が見学するにはやや難しいのではないかと不安に思っておりましたが、子ども達は真剣

に見学し、涙を浮かべている姿も見られました。自分が生きていることの尊さを感じているようで

した。

11月24日には、グリーフサポートやまぐち代表 山根和子 様が来

校され、５・６年生と保護者・地域の方へ講演していただきました。

山根様は防府市在住で、中学生のお子様もいらっしゃいます。交通

事故で我が子を亡くしたというご自分の辛い体験を語られ、その気持

ちを乗り越えるきっかけは「人とのつながり」であったという、説得

力のあるお話でした。命の尊さや生きる意味、家族への感謝の気持ち

など、当たり前の生活を振り返る機会になりました。保護者からも、家族の在り方や子どもへの愛

情の伝え方などを改めて考えさせられたという感想が多く寄せられました。

授かった子どもの命を生かすのは親や大人の務めです。学校では、児童へ命の尊さを実感できる

学習をこれからも推進していきたいと思っております。 （長冨良子）

～ 佐波中学校のオープンスクールへの参加 ～ １１月１７日

～ 幼稚園・保育園の園児が来校 ～ １１月２０日

佐波幼稚園、西佐波保育園、宮市保育所、暁の星

幼稚園の年長組 約130名 の園児が来校しました。

秋祭りの企画は園児がとても喜んでくれました。園

児の世話をすることで成長した１年生の様子が見ら

れました。元気なダンスも披露しました。

～ 学校教育目標 ～

すすんでとりくみ、やりぬく子

６年生が佐波中学校のオープンスクールに参加し

ました。授業および校内の見学、生徒会による学校

紹介、部活動の見学をとおして、中学生活を少し体

験できました。来春の入学が楽しみになりました。



全国学力・学習状況調査の結果から④

今回は、算数の結果についてお伝えします。

基礎的な内容を問うＡ問題、発展的な内容を問うＢ問題、両方とも全国や県平均を上回る結果でした。

【よくできていること】

算数Ａ：１より小さい小数をかける情報の問題場面を理解し、数量の関係を数直線に表す。

算数Ｂ：示された考えを解釈し、数量を変更した場合でも同じ場面が成り立つことを図に表現する。

【課題のある点】

算数Ａ：高さが等しい平行四辺形と三角形について底辺と面積の関係を理解する。

算数Ｂ：示された式の中の数値の意味を表と関連付けながら正しく解釈し、記述する。

もとにする量と割合を基に比較量を判断し、その理由を記述する。

課題に対する改善点としては次のことに取り組んでいます。

＊「数と計算」「数量関係」の領域の問題を朝学の時間に繰り返し取り組ませる。

＊文章題を解く際、問題文に印をつけ、数量関係を絵や図に表して立式することを徹底する。

＊解き方を説明するための文例を示したり、文章に書かせたりする。

〔 算数Ａで課題のあった問題 〕

平行な２本の直線を使って、平行四辺形や三角形を書きました。下の１から４までの三角形の中で、

平行四辺形アの面積の、半分の面積であるのはどれですか。すべて選んで、その番号を書きましょう。

（ 正答 ２と３ ）
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ＫＲＹラジオの収録 11月18日

ＫＲＹラジオの番組「おはよう！キッズ

ズぱらだいす」の収録が行われました。

放送日時は次のとおりです。

＊放送日 1月4日(木)～12日(金)土・日を除く

＊時 間 8時25分～8月35分

アナウンサーに

よるインタビュー

に６年生が答えま

した。元気な声を

ぜひとも聞いてく

ださい。

時間走記録会 1２月１日

児童が自分の能力に適した課題をもち、決め

られた時間内を一定ペースで走るという目標を

もって取り組む時間走記録会を実施しました。

走る時間は1・2年生が5分間、3・4年生が6分

間、5・6年生が7分間です。地域在住のマラソン

ランナーである木村一雄さんが全ての競技に伴

走してくださいました。木村さんからの「楽し

く走ることが大切」という言葉が印象的でした。


